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　町消防団（中根幸男団長・団員201名）では、４月

４日、新規加入団員37名を迎え、町体育館で団員訓

練を実施しました。団員たちは常備消防（石橋地区消

防組合壬生分署・安塚分遣所）の職員から、規律や水

防の訓練を、きびきびとした行動で受けていました。

この後、雨の中、羽生田の黒川河川敷に移動して、放

水訓練を行いました。

●平成16年度予算特集

●市町村合併特集　壬生町の将来予測

●知っていますか？老人保健制度！

●利用しでいますか？各種医療員助成制度

●国民年金「学生納付特例制度」

●公民館自主サークルのご案内

発行/壬生町役場　�321-0292　栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集/総務部企画財政課広報広聴係

　　　　　　　　　　　　　　　ホームページアドレスhttp://www.t-cnet.or.jp/｀mibu/
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主な内容



壬生町一般会計湊当回初予算

　　　　　　　　　　　　　　10}8生億５千万円|

福祉、教育の充実と産業の活性化を重視！

引き続き財政の健全性を維持することを念頭に置き

ながら、限られた財源の効率的な配分に努めました。

　また、厳しい財政状況下ではありますが、町内経

済の活性化への積極的な取り組みはもとより、少子

高齢化社会に対処する福祉施策や人づくりの基本で

ある教育問題への対応、身近な社会資本の整備など、

当面する緊要な課題の取り組みに全力をあげるとと

もに、新たな行政課題にも積極的に対応することと

し、特に次の諸点に留意し予算の編成をいたしまし

た。

　地方財政を取り巻く環境は、国と地方税財政の三

位一体の改革による地方交付税の財源保障機能の縮

小や国庫補助負担金の廃止・縮減等、大変厳しい状

況下にあります。本町でも同様に町歳入の柱であ

る町税収入にあっては一向に回復の兆しが見えない

中、地方交付税についても更なる削減が明らかなこ

とから厳しい財政環境下にありますが、財政調整基

金や臨時財政対策債等の有効活用により対処したと

ころであります。

　このような中で、平成16年度の当初予算は、徹底

した行財政改革を推進するとともに歳出の徹底し

た見直しによる抑制と経費の節減合理化を図るなど、
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○予算規模について

　平成16年度の壬生町一般会計予算は、108億５

千万円で、前年度と比較すると、7.6％の増額と

なっております。主要な増額理由は、借換債（減

税補てん債の借換）及びおもちや博物館ジオラマ

棟の建設、国民健康保険特別会計繰出金の増加に

よるものであります。これらの影響額を控除し前

年度予算額と比較しますと、前年比99.6％と僅か

ながら減額したことになります。

　厳しい財政環境下ではありますが、国の地方財

政計画においても、地方財政規模が前年比1.8％

の減額と３年連続のマイナスとなる中、地方財政

計画を上回る予算額を確保出来たことになります。

一般会計歳入款別集計表RLX Zi □｜埓S&／Ｘ刀iA刀IJ71Q□ltpQ　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款
本　年　度 前　年　度

比較増減 対前年比
予算額 構成比 予算額 構成比

１　町　　　　　　　税 4,444,734 41.0％ 4,535,896 45.0％ △91,162 98.0％

２　地　方　譲　与　税 240,000 2.2％ 180,000 1.8％ 60,000 133.3％

３利子割交付金 30,000 0.3％ 26,000 0.3％ 4,000 115.4％

４配当割交付金 1,500 0.0％ - - 皆増 皆増
５　株式等譲渡所得割交付金 500 0.0％ - - 皆増 皆増

６　地方消費税交付金 300,000 2.8％ 280,000 2.8％ 20,000 107.1％

フ　ゴルフ場利用税交付金 35,000 0.3％ 38,000 0.4％ △3,000 92.1％

８　自動車取得税交付金 100,000 0.9％ 100,000 1.0％ - 100.0％

９地方特例交付金 160,000 1.5％ 153,000 1.5％ 7,000 104.6％

10地方交付税 1,940,000 □.9％ 2,140,000 21.2％ △200,000 90.7％

11　交通安全対策特別交付金 8,000 0.0％ 8,000 0.1％ - 100.0％

12分担金及び負担金 127,136 1.2％ 115,458 1.1％ 11,678 110.1％

13使用料及び手数料 260,187 2.4％ 256,991 2.5％ 3,196 101.2％

14国庫支出金 620,288 5.7％ 537,065 5.3％ 83,223 115.5％

15県　支　出　金 581,184 5.4％ 607,487 6.0％ △26,303 95.7％

16財　産　収　入 2,216 0.0％ 1,807 0.0％ 409 122.6％

17寄　　附　　金 912 0.0％ 1,631 0.0％ △719 55.9％

18繰　　入　　金 441,006 4.1％ 106,007 1.1％ 334,999 416.0％

19繰　　越　　金 200,000 1.8％ 200,000 2.0％ - 100.0％

20諸　　収　　入 196,337 1.8％ 196,958 2.0％ △621 99.7％

21　町　　　　　　　債 1,161,000 10.7％ 595,700 5.9％ 565,300 194.9％

合　　　　　　計 10,850,000 100.0％ 10,080,000 100.0％ 770,000 107.6％

歳　入
【その他　1.5％】

平成12年度～平成16年度一般会計当初予算の推移

12,000

11,000

分担金及び負担金

地方特例交付金

諸収入

繰越余

地万譲与税

使用料及び手数料

地方消費税交付金

10,000

9,000

8,000

了,000

6,000

5,000

(崩位：百万円)
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